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勝
浦
町
で
は
、
平
成
十
二
年
九
月
に

職
員
に
よ
る
合
併
研
究
会
を
設
置
、
ま

た
町
議
会
に
お
い
て
も
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
行
政
・
議
会
が
一
体
と
な
り

調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は

県
の
示
す
パ
タ
ー
ン
（
小
松
島
市
・
勝
浦

町
・
上
勝
等
）
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
市
町

村
に
働
き
か
け
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が

市
町
村
合
併
は
、
過
疎
地
域
の
市
町
の

行
財
政
基
盤
を
強
化
し
、
広
域
的
な
視

点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り

今
ま
で
と
は
異
な
る
質
の
高
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
二
町
（
勝
浦
町
・

上
勝
町
）
案
、
ま
た
、
一
市
二
町
（
小
松

島
市
・
勝
浦
町
・
上
勝
町
）
案
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
将
来
に
向
か
っ
て
大
き
く

発
展
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
大
き

な
枠
組
み
（
小
松
島
市
・
勝
浦
町
・
上
勝

町
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
）
の
合
併
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
特
色
を
生
か
し

役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
新
し
い
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
勝
浦
町
で
は
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
い
く
と
十
八
年
後
（
平
成
三
十

二
年
度
）
に
は
、
人
口
が
五
千
五
百

人
、
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
全

体
の
四
二
％
を
占
め
、
若
い
世
代
の

人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
き
ま

す
。そ

う
な
る
と
、
医
療
費
、
介
護
な

ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
お
金

（
老
人
福
祉
費
）
は
確
実
に
増
加
し

ま
す
が
、
町
民
税
な
ど
税
収
は
増
え

な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
・
地
方
の
借
入
金
は
、

本
年
度
末
で
六
百
七
十
五
兆
円
と
な

り
、
今
後
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

は
減
額
さ
れ
、
自
主
財
源
の
乏
し
い

勝
浦
町
で
は
、
町
民
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
乗

り
切
る
時
期
が
来
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

一
市
四
町
が
合
併
す
る
と
、
人
口

は
約
七
万
四
千
人
と
な
り
、
県
内
に

お
い
て
は
、
徳
島
市
に
次
い
で
２
番

目
の
市
と
な
り
ま
す
。
市
に
な
れ
ば

単
独
で
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
す
る
な
ど
皆
さ
ん
の
身
近
な

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
勝
浦
町
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
消
防
の
常
備
化
が
実
現
し
、
高
規

格
救
急
車
、
救
急
救
命
士
に
よ
る
救

助
活
動
等
、
救
急
体
制
の
充
実
が
図

れ
ま
す
。

な
ぜ
一
市
四
町
（
小
松
島
市
・
勝
浦

町
・
上
勝
町
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦

町
）
で
合
併
を
進
め
る
の
で
す
か
。

ＱＡ

今
、
な
ぜ
合
併
な
の
か
。
理

由
と
ね
ら
い
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

ＱＡ

一
市
四
町
が
合
併
し
た
ら
ど

う
な
る
の
で
す
か
。

ＱＡ

一
市
四
町
（
小
松
島
市･

勝
浦
町･

上
勝
町･

那
賀
川
町･

羽
ノ
浦
町
）

で

合
併
検
討
協
議
会
を
設
置

「市町村合併」を考える
市町村合併については、避けて通れない重要な課題であり、合併特例法の法期

限（平成17年３月）までに、市町村合併を進めるため近隣市町村に働き掛けを行

なってきましたが、先月、小松島市においての１市４町による首長会議において

任意の合併検討協議会をスタートさせることで合意されました。
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財
政
支
援
の
特
例
を
定
め
た
合
併

特
例
法
の
期
限
が
平
成
十
七
年
三
月

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
手
続
き
の
期
間
か
ら
逆
算
す
る
と

平
成
十
四
年
度
中
に
は
、
町
議
会
で

の
法
定
協
議
会
設
置
の
議
決
を
目
指

し
、
法
定
協
議
会
の
中
で
新
市
建
設

計
画
等
を
協
議
作
成
す
る
な
ど
、
法

期
限
内
の
合
併
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

法
定
協
議
会
は
、
合
併
関
係
市
町

の
議
会
の
議
決
に
よ
り
、
設
置
さ
れ

る
未
来
を
決
め
る
法
的
決
定
機
関
の

こ
と
で
す
。
法
定
協
議
会
で
は
、
合

併
す
る
場
合
の
条
件
で
あ
る
合
併
協

定
項
目
や
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
新
市
建
設
計
画
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
協
議
し
、
確
認
を
し
て
い
き
ま

す
。合

併
協
定
項
目
の
中
に
は
、
町
税

の
取
扱
い
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

直
結
す
る
事
項
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様

化
と
と
も
に
、
国
や
県
が
行
な
っ
て

い
た
仕
事
の
一
部
を
町
に
任
さ
れ

（
地
方
分
権
）、
町
の
自
己
決
定
・
自

己
責
任
に
お
い
て
事
務
事
業
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
対
応

す
る
た
め
に
も
行
政
効
率
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
普
通
交
付
税
や
起
債
に
関

す
る
優
遇
制
度
が
あ
る
ほ
か
、
各
種

補
助
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
合
併

に
際
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
行

な
う
た
め
の
財
政
的
な
支
援
体
制
が

整
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
な
る
の
で
す
か
。

ＱＡ

法
定
協
議
会
っ
て
何
で
す
か
。

ＱＡ

財
政
事
情
が
厳
し
い
者
同
士

の
合
併
で
ど
の
よ
う
な
利
点

が
あ
る
の
で
す
か
。

ＱＡ

"市町村合併"地区説明会に
ご参加をお願いします。
勝浦町では、各地区巡回し、市町村合併

地区説明会を開催する予定にしております。

日程が決まり次第に区長さんを通じて周知

いたしますので、多数の皆さんの参加をお

願いします。

詳細については

勝浦町役場総務課合併調査推進チームまで

２－2511 FAX ２－3028

mail soumu@town.katsuura.tokushima.jp



地区対抗バスケットボール大会

４

保 険 期 間 平成14年４月１日午前０時より翌年３月31日午後12時まで（申込受付は３月から）

お問い合わせ スポーツ安全協会徳島県支部（徳島県体育協会内）
〒770－0939 徳島市かちどき橋１－41 088－655－3660 ホームページアドレス ｈｔｔｐ：ｗｗｗ．ｓｐｏｒｔｓａｎｚｅｎ．ｏｒｇ

スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動等に最適な保険です。
加
入
区
分

対象となる団体
対象となる
事故の範囲

掛 金
（１人年額）

傷害保険（保険金額）
賠償責任保険
（補償限度額）

共済見舞金
死 亡 後遺障害

（最高）
入 院
（日額）

通 院
（日額）

Ａ

・子どもの団体
（中学生以下）

・文化、ボランティア
活動（高校生以上）

団体活動中と
その往復中

円

450
万円

2，000
万円

3，000
円

4，000
円

1，500
身体賠償
１ 人 １億円
１事故 ５億円

（免責1，000円）

財物賠償
500万円

（免責1，000円）

突然死
（急性心不全,脳内出血等）

140万円

Ｂ 老人クラブ団体 800 500 750 1，800 1，000

Ｃ 成人のスポーツ団体
（高校生以上） 1，400 2，000 3，000 4，000 1，500

Ｄ 山岳登はん
アメリカンフットボール等 9，000 500 750 1，800 1，000

Ａ
Ｗ

子どもの団体
（中学生以下）

団体活動中と
その往復中

1，000

2，100 3，150 5，000 2，000
上記補償に身体・財物賠償合算
１事故 500万円

団体活動中と
その往復中以外

100 150 1，000 500
身体・財物賠償合算
１事故 500万円

（免責1，000円）

対象となりません

スポーツ安全保険のご案内

一
月
二
十
三
日
に
勝
浦
町
内
の
商
工

業
者
で
つ
く
る
二
十
日
会
か
ら
、
時
計

を
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

直
径
五
十
五
㎝
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
で

玄
関
前
に
設
置
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
登
下
校
の
時
刻
確

認
に
役
立
ち
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

横
瀬
小
学
校

星

谷

Ａ

今
山
・
黒
岩

生

名

Ｂ

沼
江
・
石
原

山
西
掛

横

瀬

久

国

星

谷

Ｂ

専
門
学
校

生

名

Ａ

棚

野

男子 優 勝 専門学校 女子 優 勝 横 瀬

生

名

横

瀬

地区対抗バスケットボール大会が１月28

日から勝浦中学校体育館で、男子10チーム

女子２チームの参加により開催されました。

１回戦から好ゲームの連続で、男子決勝

戦は、ともに圧倒的な強さで勝ち進んだ星

谷Ａ対専門学校の対戦となりました。手に

汗握る接戦の末、47対42で専門学校が優勝

しました。

女子は横瀬が勝利しました。

おめでとうございます。



５

１月27日 、星谷運動公園において勝

浦郡内のスポーツ少年団駅伝大会が、男

子21チーム・女子11チーム（ともにオー

プン含む）の参加で行われました。

寒風の中、元気に走り出した選手たち

にたくさんの声援が送られました。

結果は次のとおりです。

男 子

優勝 勝浦タイガースＡ

２位 ＦＣクレインＡ

３位 生比奈ミニバスケットＡ

○個人表彰者（町内のみ）

宮 浦 大 樹（生比奈ミニバスＡ）

３分48秒

谷 本 明 弘（勝浦タイガースＡ）

３分58秒

浜 口 郁 章（横瀬ミニバスＡ）

３分58秒

西 野 翔 真（生比奈ミニバスＡ）

４分04秒

岡 田 晃（ＦＣクレインＡ）

４分08秒

西 角 卓 馬（生比奈少年野球Ａ）

４分09秒

藤田 真哉（勝浦タイガースＡ）

４分10秒

田 中 薫（ＦＣクレインＡ）

４分11秒

優勝 生比奈少女バレーＡ

２位 横瀬ミニバスケットＡ

３位 横瀬ＪＶＣ

○個人表彰者（町内のみ）

北内実佳子（横瀬ＪＶＣ）

３分57秒

中 村 真 弓（生比奈少女バレーＡ）

４分03秒

松 鷹 里 枝（生比奈少女バレーＡ）

４分03秒

東 瞳（生比奈ミニバス）

４分04秒

坂 部 晃 子（横瀬ミニバスＡ）

４分12秒

板東沙也加（横瀬ミニバスＡ）

４分12秒
登 木 愛 美（生比奈少女バレーＣ）

４分14秒

粟飯原小雪（横瀬ＪＶＣ）

４分18秒

立 石 直 美（生比奈少女バレーＢ）

４分19秒

小 原 千 明（生比奈少女バレーＡ）

４分20秒

増 井 記 美（横瀬ミニバスＢ）

４分20秒

女 子
第16回

スポーツ少年団駅伝大会

ふ
れ
あ
い
の
里

ささ
かか
もも
とと

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、「
ふ
れ
あ
い

の
里

さ
か
も
と
」
が
い
よ
い
よ
三
月
三
日

オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

都
市
と
農
村
の
楽
し
い
交
流
拠
点
と
な
る
よ
う
、

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
は

四
―
二
一
一
〇
ま
で

３月３日

オープン

【
農
村
体
験
の
ご
案
内
】

○

木
炭
・
竹
炭
づ
く
り

○

し
い
た
け
栽
培

○

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

○

つ
た
か
ご
・
リ
ー
ス
づ
く
り

○

草
木
染
め

○

自
然
の
散
策

○

田
植
え
・
稲
刈
り

○

み
か
ん
採
り

○

山
菜
取
り

○

新
茶
づ
く
り

○

干
し
い
も
づ
く
り

○

も
ち
つ
き

○

渓
流
釣
り

○

阿
波
踊
り

○

お
手
玉
遊
び

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
計
画
中
で
す
。
そ
の

他
楽
し
い
ご
提
案
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
お
ひ
な
様
の
奥
座
敷
」
の
ご
案
内

場
所

旧
坂
本
小
学
校
体
育
館

（
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
隣
）

期
間

二
月
二
十
四
日
～
三
月
十
日

※
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
と
連
携
し
、

開
催
し
て
い
ま
す
。

も
ち
投
げ
の
ご
案
内

三
月
二
日

午
後
一
時

関
係
者
に
よ
る
記
念
式
典

午
後
二
時

記
念
も
ち
投
げ

駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

お
乗
り
合
わ
せ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念

【施設のご案内】

１階 フロント 食堂

風呂 厨房

２階 客室（６部屋）

３階 研修室 体験室

加工室

【宿泊料金】

大人（中学生以上）

１泊２食 6，000円

宿泊のみ 3，500円

小人（小学生）

１泊２食 4，500円

宿泊のみ 2，500円

幼児は実費をいただきます。

研修等にもご利用いただけます。

＊タオル・歯ブラシ付き

のお一人様料金です。

（浴衣は有料となりま

すのでパジャマをご持

参ください。）

＊予約をしてご利用くだ

さい。

（土）

（日）

（日）
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イグアノドン

情情報報アアララカカルルトト
総 務 課 ２－２５１１
so umu@town.katsu ura.tokushima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokush ima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima.jp
税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsu ura.tokush ima.jp

同和対策課 ２－１５０４
doutai@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.j p
教育委員会 ２－２５１５
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催

し

・

イ

ベ

ン

ト

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
関
連
イ
ベ
ン
ト

四 国
送放

募

集

し

ま

す

三
月
三
日

、
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
の
関
連

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
四
国
放
送
Ｊ
Ｒ
Ｔ
カ
ラ

オ
ケ
大
賞
（
公
開
録
音
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
開
催
に
あ
た
り
、
鳴
門
市
出
身
の
歌
手

宝
木
ま
み
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
ビ
ク
タ
ー
か

ら
デ
ビ
ュ
ー
）
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
ひ
な
祭
り
と
共
に
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日

時

三
月
三
日

午
後
一
時
か
ら

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

小
学
校
で
の
授
業
を
終
え
た
児
童
が
、
安
全

で
健
全
な
放
課
後
生
活
を
送
り
、
心
も
体
も
健

康
で
あ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
横
瀬
小
学
校
区

に
「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

指
導
員
と
と
も
に
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
外
で
遊
ん
だ
り
し
て
（
も
ち
ろ
ん

宿
題
も
し
て
い
ま
す
）
い
ろ
い
ろ
な
体
験
と

生
活
を
す
る
力
を
身
に
つ
け
、
生
き
生
き
と

し
た
放
課
後
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
、
家
に
誰
も
い
な
い
子
ど
も
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
家
に
誰
か
い
る
家
庭
の
子
ど

も
さ
ん
も
み
ん
な
一
緒
に
仲
良
く
楽
し
く
過

ご
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

保
育
料
・
保
育
時
間
等
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
直

接
「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」（

二
―
二
〇
五
五
）
に

問
い
合
わ
せ
る
か
、
役
場
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（

二
―
一
五
〇
二
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
日
の
生
活
の
流
れ

下
校
▼
宿
題
▼
遊
び
▼
お
や
つ
▼
片
付
け

▼
帰
宅
（
迎
え
）

体
力
づ
く
り
、
読
み
聞
か
せ
、
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

保
育
時
間
、
休
日
に
つ
い
て

平

日
…
下
校
時
～
午
後
六
時
三
十
分
ま
で

夏･

冬･

春
休
み

…
午
前
八
時
～
午
後
六
時
三
十
分
ま
で

休

日
…
日
曜
・
祝
祭
日
・
お
盆
（
八
月
十

二
日
～
十
五
日
）
・
年
末
年
始

（
十
二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日
）

入
所
金
…
…
ひ
と
り
に
つ
き
三
千
円
で
す
。

申
し
込
み
に
つ
い
て

申
込
書
配
布
と
提
出
…

横
瀬
老
人
憩
い

の
家

内

た
け
の
こ
ク
ラ
ブ

時
間
帯
…
平
日
は
、
午
後
一
時
～
六
時
ま
で

土
曜
日
は
、
午
前
九
時
～
午
後
六
時
ま
で

申
し
込
み
先

た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
事
務
局

二
―
二
〇
五
五

学
童
ク
ラ
ブ
員
募
集
中
!!

新
一
年
生
大
歓
迎

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
の
で
ご
希
望
の
方
は
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
を
添
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

一
般
事
務
（
パ
ソ
コ
ン
経
験
者
）

保
育
士
・
調
理
員
等

募
集
期
間

三
月
一
日

～
十
四
日

提
出
先
お
よ
び
連
絡
先

役
場
総
務
課

二
―
二
五
一
一

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１カ月あたりの
保 育 料

同時に入所している
第２子以降の児童

常
時
保
育
の
場
合

平 常 保 育
５、６、９、10、11、２月

低学年
6，500円

低学年
5，500円

高学年
3，000円

高学年
2，500円

長期休暇を含む月
４、７、12、１、３月

低学年
7，500円

低学年
6，500円

高学年
5，000円

高学年
4，500円

長期休暇の月
８ 月

10，000円 8，000円

長期休暇だけの
場 合

夏休み７月 4，000円 ８ 月 12，000円
冬休み 4，000円 春休み 6，000円

保育料
総

務

課

Ｊ
Ｒ
Ｔ
カ
ラ
オ
ケ
大
賞
開
催

（木）

（金）

（日）

（日）
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Information

【
健
康
は
、
食
生
活
か
ら
】
を
テ
ー
マ
に
楽

し
く
、
お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
献
立

作
り
の
料
理
教
室
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

受
講
生
の
方
々
か
ら
好
評
の
う
ち
に
四
年
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
度
新
入
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

貴
男
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
資

格

町
内
在
住
の
男
性
（
年
齢
不
問
）

○
定

員

二
十
人

○
開
催
予
定
回
数

年
六
回
（
偶
数
月
）

○
場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
会

費

材
料
費
の
半
額

○
申
込
締
切
日

三
月
二
十
日

申
し
込
み
と
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二
ま
た
は

岡

慶
次
郎

二
―
二
三
二
〇
へ

平
成
十
四
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
三

月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
の
間
、
無
料

で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
税
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
た
期
間
で
す
。

縦
覧
場
所

役
場
税
務
課

縦
覧
期
間

平
日
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祭
日
を
除
く
）

■
わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、
園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
の
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

○
三
月
現
在
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
登
録
児
は

五
十
八
名
で
す
。
そ
の
内
毎
回
の
参
加
児

は
平
均
三
十
二
名
位
で
す
。
〇

歳
の
あ
か

ち
ゃ
ん
も
お
す
わ
り
を
し
た
り
、
ハ
イ
ハ
イ

を
し
た
り
し
て
、
ほ
か
の
子
に
興
味
を
示
し

ア
ッ
ア
ッ
と
声
を
出
し
て
喜
ん
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
一
、二
、三
歳
児
の
子
は
活
発
に

室
内
乗
り
物
で
走
り
回
っ
た
り
、
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
滑
り
台
と
と

て
も
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
保

育
者
と
い
っ
し
ょ
の
手
遊
び
に
も
喜
ん
で

参
加
し
、
リ
ズ
ム
遊
び
を
い
っ
し
ょ
に
し

た
り
、
話
も
座
っ
て
よ
く
聞
け
る
よ
う
に

な
り
最
初
の
頃
に
比
べ
る
と
す
ば
ら
し
い

成
長
が
ど
の
子
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
時
々

自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
衝
突
も
起
き
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

場
面
も
親
子
共
々
い
い
勉
強
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
最
近
は
「
貸
し
た
げ
る

な
」「
入
れ
て
よ
」「
ど
う
ど
」「
お
は
よ
う
」

「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど
の
言
葉
が
自
然
に

出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と

共
に
大
き
く
成
長
し
た
お
母
さ
ん
の
姿
が

子
ど
も
さ
ん
を
通
し
て
伺
わ
れ
ま
す
。
わ

ん
ぱ
く
教
室
の
場
で
お
か
あ
さ
ん
同
士
も

子
育
て
の
こ
と
、
遊
び
に
行
く
相
談
な
ど

気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
が
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
な
っ

た
お
母
さ
ん
も
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
三
月

は
今
年
度
最
後
と
な
り
ま
す
が
行
事
の
関

係
で
二
回
の
園
開
放
と
な
り
ま
す
ど
う
ぞ

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
い
っ

し
ょ
に
楽
し
い
子
育
て
を
し
て
勝
浦
町
を

愛
す
る
子
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
事
業

子
育
て
は
な
か
な
か
大
変
!
気
に
な
っ

た
り
、
迷
っ
た
り
、
困
っ
た
り
さ
れ
て
い

る
方
は
、
生
比
奈
保
育
所
へ
遊
び
に
来
ま

せ
ん
か
？
わ
ん
ぱ
く
教
室
開
催
日
は
、
同

じ
年
頃
の
子
ど
も
さ
ん
を
育
て
ら
れ
て
い

る
お
母
さ
ん
達
と
い
っ
し
ょ
に
い
ろ
ん
な

話
し
が
で
き
ま
す
。
ま
た
保
健
婦
さ
ん
に

よ
る
身
体
計
測
や
健
康
相
談
も
あ
り
ま
す
。

更
生
保
護
婦
人
会
の
か
た
も
お
手
伝
い
に

来
て
く
だ
さ
り
年
輩
者
の
子
育
て
論
を
聞

い
た
り
、
甘
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
居
り
ま
す

の
で
心
配
事
も
気
軽
に
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
初
め
て
の
方
で
相
談
し
に
く
い
方

は
担
当
者
に
遠
慮
な
く
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
み
ん
な
で
話
し
て
み
る
と

そ
の
場
で
「
な
ー
ん
だ
、
そ
れ
で
い
い
の

か
」
と
、
ほ
っ
と
し
た
り
安
心
し
た
り
簡

単
に
解
決
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
解
決
出
来
な
い
こ
と
は
い
ろ
ん
な

関
係
機
関
と
も
連
絡
を
と
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
み
ん
な
で
お
互
い
に
情
報
交
換
を

し
て
楽
し
い
子
育
て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

○
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

時

間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

お

知

ら

せ

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
!!

第
四
期

男
の
料
理
教
室

受
講
生
募
集

福

祉

課

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

13日 ６日

・
お
別
れ
遠
足

場
所

星
谷
運
動
公
園

時
間

十
一
時
～
十
二
時
三
十
分

現
地
集
合
解
散
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な

り
ま
す
）
詳
し
く
は
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
掲
載

・
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
の
配
布

・
ま
ま
ご
と

・
室
内
乗
り
物

・
粘
土

・
総
合
遊
具
で
遊
ぶ

・
親
子
ふ
れ
合
い
遊
び

・
三
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

・
講
演
「
日
常
の
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
佐
藤
良
典
氏

三
月
の
予
定

税

務

課

（水）

（水）（水）
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原
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動
車
な

ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い

人
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
人
は
、
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
次
の
窓
口
で
確
実
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

○
小
型
特
殊
自
動
車

役
場
税
務
課
（

二
―
一
五
〇
三
）

○
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
一
二
五
cc
以
上
の
オ
ー
ト
バ
イ
）

四
国
運
輸
局
徳
島
陸
運
支
局

（

〇
八
八
―
六
四
一
―
四
八
一
二
）

○
軽
自
動
車

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

（

〇
八
八
―
六
四
一
―
二
〇
一
〇
）

ま
た
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用

ト
ラ
ク
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）
も
公

道
を
走
る
場
合
に
は
、
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
登
録
が
必
要
で
す
。
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
公
道
を
走
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
税
・
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
自
ら

の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て
一
年
間
の
所
得

を
計
算
し
適
正
な
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
く
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
っ
て
い
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
期
限

ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
た
り
す
る
と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算

税
や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
期
限
内
に
正
し
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
一
般
の
人
の
場
合

平
成
十
三
年
中
に
事
業
所
得
（
農
業
・

商
業
等
）、
不
動
産
所
得
、
雑
所
得
（
年

金
等
）、
及
び
譲
渡
所
得
（
土
地
等
を
売
っ

た
場
合
）
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人

②
給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
の
内
、
年
末
調
整
を
行
っ

た
人
は
、
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
し

て
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が

次
の
よ
う
な
人
は
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
給
与
の
収
入
金
額
が
二
千
万
を
超
え
る
人

○
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

○
給
与
以
外
の
所
得
の
あ
る
人

な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
給

与
所
得
者
で
も
、
次
の
よ
う
な
と
き
に

源
泉
徴
収
税
額
が
あ
る
と
、
申
告
に
よ

り
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
十
万
円
を
超
え

て
支
払
っ
た
と
き

◎
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り
住
宅
を
新
築
・
購
入
し
た
と
き

◎
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か
っ
た

た
め
に
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
と
き

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
一
定
の
要
件
や
決
め
ら
れ

た
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は

徳
島
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〇
八
八
六
―
二
二
―
四
一
三
一

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場
合
所
得

が
な
い
方
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
さ

れ
て
い
な
い
と
、
保
険
税
の
減
額
に
該
当
し
て

も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
を
お
持

ち
の
方
は
、
そ
の
「
申
告
書
」

給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
、「
給
与
支
払
報
告
書
」

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
は
「
医
療

費
の
領
収
書
お
よ
び
保
険
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
金
額
の
明
細
書
」

生
命
保
険
・
損
害
保
険
料
の
証
明
書

そ
の
他
「
印
鑑
」「
会
計
帳
簿
」「
収
支
の
わ
か
る
書
類
」

家
族
皆
で
交
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
が
家
族
に
も
た
ら
す
影
響
は
、

多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
、
い
つ
事
故
に
出
会
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
万
一
に
備
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

申

込

先

役
場
住
民
課

申
込
受
付
期
間

三
月
一
日

～
三
月
二
十
九
日

申

込

書

別
紙
折
り
込
み
チ
ラ
シ

加
入
申
し
込
み
書
を
切
り
取
り
、
加
入

者
氏
名
等
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、
保
険

料
を
添
え
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間

四
月
一
日
か
ら
一
年
間

保

険

料

一
口

四
百
八
十
円

(

一
人
二
口
ま
で
加
入
可)

そ

の

他

四
月
一
日
現
在
保
育
所
へ
入
所

の
乳
幼
児
・
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
町

が
半
分
負
担
い
た
し
ま
す
。

月 日 対象地区 会 場

３月１日 生 名 役場（第１会議室）

４日 星 谷 星谷 集会 所

５日 黒 岩 勝 浦 会 館

７日 中 角 農村婦人の家

８日 今 山 今山 集会 所

11日 山西・掛谷 JA生比奈支所

12日 沼江・石原 石原 集会 所

13日 全 町 役場（第１会議室）

14日 〃 〃

15日 〃 〃

平成14年度 住民税の所得申告
及び所得税確定申告受付会場

※受付時間：午前９時～午後４時まで

税

務

課

住
民
税･

所
得
税
の
確
定
申
告
は

正
し
く
期
限
内
に

町
民
交
通
障
害
保
険

住

民

課

廃
車
・
名
義
変
更
は

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
!

税

務

課

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（木）

（金）

（金）

（月）

（火）

（木）

（金）

（１）（２）（３）（４）（５）
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Information

住

民

課
人槽区分 補助金額

(千円)

５ 人 354

６～７人 411

８～10人 519

11～20人 981

21～30人 1，668

31～50人 2，238

補助金額

募
集
期
間

平
成
十
四
年
四
月
一
日
～
二
十
二
日

貸
付
予
定
者

高

校

生

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大

学

生

（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

奨

学

金

高

校

生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大

学

生

月
額
三
万
円
以
内

入
学
準
備
金

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
弟
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い

て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（

二
―
二
五
一
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

小･

中
学
校
の
児
童･

生
徒
が
い
る
家
庭
で
、

次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等
の
助
成
が
受

け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

平
成
十
四
年
四
月
一
日
～
二
十
二
日

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て
は

勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

(

二
―
二

五
一
五)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
補
助
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

対
象
地
域

横
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

の
処
理
区
域
を
除
く
全
町
域
。

対

象

者

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
で

建
築
基
準
法
ま
た
は
浄
化
槽
法
の
規
定
に

基
づ
く
確
認
、
届
出
の
手
続
き
を
行
う
者
。

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
ま
で

二
―
一
五
〇
一

※
補
助
金
の
枠
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
先
着
順
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

国民年金だより

平成14年４月から
｢国民年金半額免除制度｣
が実施されます

国民年金には所得が少ないなどの理
由で保険料の負担が困難な方のために
免除制度が設けられています。しかし
少子・高齢化の進展に伴い保険料が高
額化するとともに免除か非免除かとい
う二者択一の現行の免除制度では、被
保険者の負担能力に応じた対応が困難
となってきています。
そこで保険料の全額を納めるのでは

なく、半額（6，650円）を納めること
ができる｢半額免除制度｣が実施される
ことになりました。

次のいずれかに該当することが半額
免除の要件となります。
①本人・配偶者・世帯主のいずれも前
年の合計所得が68万円以下のとき

②被保険者が障害者か寡婦で前年の所
得が125万円以下のとき

③被保険者または世帯員が生活保護法
による生活扶助以外の扶助を受けて
いるとき

次の点にご注意ください。
○ 半額免除期間は半額の保険料を納め
ることによって受給資格期間として
計算されますが、老齢基礎年金の年
金額は全額納めた場合の３分の２と
して計算されます。ただし、半額の
保険料を納めなかったときには未納
期間となります。

○ 半額免除の承認を受けた月の以降10
年以内であれば追納することができ

追納した場合老齢基礎年金額は、保険
料を全額納めた期間として計算され
ます。

老齢基礎年金請求先
について
老齢基礎年金の請求先は加入してい

た年金制度によって異なります。
①国民年金にのみ加入していた方の請
求は勝浦町役場です。

②平成14年４月からは国民年金加入期
間のうち、第３号被保険者(厚生年
金等加入者に扶養されている配偶者)
の期間がある場合は徳島南社会保
険事務所になります。

お問い合わせ先
役場住民課国民年金係 ２－1501

平
成
十
四
年
度

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
の
ご
案
内

教
育
委
員
会

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度

平
成
十
四
年
度

就
学
援
助
制
度

教
育
委
員
会

（１）（２）（３）（４）
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｢

こ
の
子
は
家
の
女
神
で
す
。｣

そ
う
言
っ
て
笑
っ
た
、
き
み
え
お
ば
さ

ん
こ
そ
、
私
は
女
神
だ
と
思
っ
た
。

「
女
神
」
と
は
、
き
み
え
お
ば
さ
ん

の
子
供
の
千
歩
ち
ゃ
ん
の
こ
と
だ
。
千

歩
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
二
十
三
才
に
な
る
。

生
後
七
ヶ
月
ご
ろ
病
気
が
発
生
し
、
先

天
性
の
も
の
だ
と
分
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
と
き
の
き
み
え
お
ば
さ
ん
の
シ
ョ
ッ

ク
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
と

思
う
。
今
現
在
、
千
歩
ち
ゃ
ん
は
声
を

出
し
た
り
、
寝
返
り
を
う
っ
た
り
す
る

こ
と
は
で
き
る
が
、
歩
行
や
一
人
で
食

事
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
ん
な
千
歩
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
の
は
、

と
て
も
大
変
だ
し
、
発
症
か
ら
今
ま
で

の
間
に
は
辛
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
が

数
多
く
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

で
も
、
き
み
え
お
ば
さ
ん
は
、
ど
ん

な
と
き
も
笑
顔
だ
。
私
は
、
そ
の
笑
顔

の
裏
で
、
ど
れ
だ
け
苦
労
を
し
て
き
た

こ
と
だ
ろ
う
と
、
い
つ
も
思
う
。
そ
れ

な
の
に
、
き
み
え
お
ば
さ
ん
は
「
苦
労
」

と
い
う
言
葉
を
決
し
て
口
に
し
な
い
。

す
ご
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

そ
れ
に
、
い
つ
も
笑
顔
の
き
み
え
お

ば
さ
ん
か
ら
千
歩
ち
ゃ
ん
は
す
ご
く
い

い
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
笑
う
こ
と
だ
。

千
歩
ち
ゃ
ん
は
、
二
十
才
を
す
ぎ
て
い

る
が
、
私
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
い
。
で

も
、
千
歩
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
は
、
私
の
心

の
中
に
大
き
く
大
き
く
残
っ
て
い
る
。

私
が
初
め
て
千
歩
ち
ゃ
ん
に
会
っ
た

の
は
、
今
か
ら
四
年
前
、
父
の
知
り
合

い
で
あ
る
き
み
え
お
ば
さ
ん
の
家
に
遊

び
に
い
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。
千
歩
ち
ゃ

ん
は
、
私
の
隣
に
座
っ
て
い
た
。
最
初

に
会
っ
た
と
き
、
少
し
私
と
違
う
な
と

思
っ
た
。
で
も
、
そ
の
こ
ろ
は

｢

障
害

者
」
と
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
の
で
、

ほ
か
の
友
達
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で

接
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
私
が
本
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
「
障
害
者
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
か
ら
も
、
不
思
議
と
千
歩
ち
ゃ

ん
の
こ
と
だ
け
は
「
障
害
者
」
だ
と
感

じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
い
つ
も
私
の

隣
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
て
い
る
だ
け
で

言
葉
を
交
わ
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
何
ら
違
和
感
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
が
、
千
歩
ち
ゃ
ん
と
私
の
時
間
の
過

ご
し
方
だ
っ
た
。

私
が
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は

千
歩
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
周
り
の
人
が
、

ひ
と
り
の
人
間
、
家
族
の
一
員
と
し
て

見
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。
き
み
え
お

ば
さ
ん
自
身
も
、
千
歩
ち
ゃ
ん
の
こ
と

を
「
障
害
者
」
で
は
な
く
、
大
事
な
娘

と
し
て
見
て
い
る
。
私
た
ち
に
も
、
そ

う
見
て
ほ
し
い
と
き
み
え
お
ば
さ
ん
は

言
っ
た
。

し
か
し
、
き
み
え
お
ば
さ
ん
の
よ
う

な
考
え
を
持
つ
人
は
あ
ま
り
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。「
障
害
者
」
が
身

近
に
い
る
人
は
、
こ
の
子
は
「
障
害
者
」

「
病
気
」
な
の
だ
と
い
う
気
持
ち
が
先

に
立
っ
て
し
ま
い
、
出
来
る
こ
と
を
決

め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
学
校
な
ど
で

も
、
特
別
学
級
と
普
通
学
級
は
分
か
れ

て
い
る
し
、
あ
ま
り
関
わ
り
が
な
い
。

た
し
か
に
、
障
害
を
も
つ
生
徒
と
ほ
か

の
生
徒
が
一
緒
に
勉
強
す
る
に
は
、
難

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
で
も
、

み
ん
な
同
じ
人
間
な
の
だ
か
ら
、
最
初

か
ら
無
理
だ
と
決
め
つ
け
て
ほ
し
く
な

い
。
心
を
閉
ざ
し
、
両
者
の
距
離
を
広

げ
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
の
方
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
周
り
の
人
の
接
し
方
次

第
で
、
障
害
を
持
つ
人
も
心
を
開
い
て

く
れ
る
と
思
う
。

私
は
、
き
み
え
お
ば
さ
ん
の
話
で
興

味
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

千
歩
ち
ゃ
ん
の
名
前
の
こ
と
だ
。｢

千｣

「
歩
く
」
と
書
い
て
、｢

ち
ほ｣

と
読
む

こ
の
名
前
が
、
私
は
大
好
き
だ
。
手
足

は
動
く
け
れ
ど
、
歩
行
が
で
き
な
い
千

歩
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
き
み
え
お
ば
さ
ん

は
こ
う
言
っ
た
。

「
千
、
歩
く
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ

ど
、
千
歩
ち
ゃ
ん
な
の
よ
。」

で
も
、
私
は
こ
う
思
っ
た
。

(

足
で
は
歩
け
な
く
て
も
、
千
歩
ち
ゃ

ん
の
心
は
、
私
た
ち
と
一
緒
に
歩
い
て

い
る
。)

最
後
に
、
私
は
千
歩
ち
ゃ
ん
と
握
手

し
た
。
白
く
て
や
わ
ら
か
く
て
、
握
っ

た
ら
折
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
手
だ
っ
た
。

で
も
、
そ
の
手
は
と
て
も
暖
か
か
っ
た
。

し
っ
か
り
握
っ
た
手
か
ら
、
私
は
パ
ワ
ー

を
も
ら
っ
た
気
が
し
た
。
そ
の
と
き
、

千
歩
ち
ゃ
ん
の
口
が
少
し
動
い
た
。

｢

か
ぁ
…
な
ぁ
…
ち
ゃ
ん
…
。｣

千
歩
ち
ゃ
ん
が
「
か
な
ち
ゃ
ん
」
と

言
っ
た
の
だ
。
私
の
名
前
を
初
め
て
呼

ん
で
く
れ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
千
歩

ち
ゃ
ん
と
心
が
通
じ
た
気
が
し
た
。
初

め
て
一
緒
に
歩
け
た
と
思
う
。
き
み
え

お
ば
さ
ん
が

｢

千
歩｣

と
い
う
名
前
に

込
め
た
思
い
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り
歩
ん
で
い
こ
う
。
ず
っ
と
一
緒
に

歩
い
て
い
こ
う
ね
。
千
歩
ち
ゃ
ん
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

握 手

か た り あ う ぺ ー ジ



11

片
付
け
も
白
髪
も
染
め
て
夫
の
手
に
触
れ
て
眠
れ
る
手
術
前
日

横
瀬

桜
木
千
代
子

〈
評
〉
こ
の
作
品
は
、
誰
が
読
ん
で
も
納
得
の
い
く
よ
い
歌
で

あ
る
。
家
庭
の
主
婦
が
入
院
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
留
守
の

間
の
こ
と
を
考
え
て
、
夫
や
子
ど
も
、
老
人
た
ち
が
困
ら

ぬ
よ
う
に
片
付
け
も
し
、
そ
れ
に
入
院
す
る
と
毎
日
医
師

や
看
護
婦
、
そ
し
て
見
舞
い
客
も
来
る
の
だ
か
ら
、
白
髪

で
は
見
苦
し
い
か
ら
、
と
白
髪
も
染
め
た
の
だ
。
こ
う
し

て
明
日
の
入
院
の
用
意
が
み
ん
な
終
っ
て
、
今
夜
は
安
心

し
て
夫
の
手
に
触
れ
て
眠
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
何
と

い
う
完
全
な
か
わ
い
い
、
よ
い
奥
さ
ん
で
あ
ろ
う
か
。
と

く
に
こ
の
歌
の
よ
さ
は
「
夫
の
手
に
触
れ
て
眠
れ
る
」
と

い
う
、
手
術
前
日
の
女
と
し
て
妻
と
し
て
の
心
の
あ
り
か

た
が
と
て
も
素
直
に
よ
く
出
て
い
る
よ
い
作
品
で
あ
る
。

柚
子
の
皮
に
詰
め
て
焼
き
た
る
味
噌
の
香
が
風
に
乗
り
き
て
山
は
昼
飯

立
川

堀

梅
子

〈
評
〉
な
つ
か
し
い
歌
で
あ
る
。
勝
浦
の
人
な
ら
誰
も
経
験
の

あ
る
山
で
の
柚
子
味
噌
焼
き
で
あ
る
。
こ
の
歌
よ
く
気
を

つ
け
て
読
ん
で
み
る
と
「
山
は
昼
餉
」
と
か
「
山
は
昼
食
」

と
言
わ
な
い
で
「
山
は
昼
飯
」
と
ヒ
ル
メ
シ
と
い
う
言
葉

・
・
・
・

の
ひ
び
き
が
と
て
も
よ
い
。
山
で
食
う
の
は
た
し
か
に

「
昼ひ

る

飯め
し

」
な
の
だ
。

溝
に
入
り
草
引
き
お
れ
ば
泥
水
は
生
温
か
き
春
の
匂
い
す

生
名

川
田
タ
マ
エ

〈
評
〉
感
覚
の
よ
い
作
品
で
あ
る
。
ま
だ
う
す
ら
寒
い
日
に
、

溝
の
中
へ
入
っ
て
草
を
抜
い
て
い
る
の
だ
が
、
溝
の
底
に

溜
ま
っ
て
い
る
泥
水
が
少
し
温
ん
で
、
や
が
て
訪
れ
る
で

あ
ろ
う
春
の
に
お
い
が
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
草
ひ

く
と
い
う
労
働
の
中
で
、
四
季
の
移
り
の
匂
い
を
や
さ
し

く
感
じ
と
っ
て
い
る
な
か
な
か
い
い
歌
で
あ
る
。

流
星
の
一
き
わ
赤
き
は
亡
夫
か
も
気
性
は
げ
し
き
夫
で
あ
り
し

生
名

柳
田
末
子

明
日
も
あ
れ
よ
と
ひ
そ
か
に
生
命

い
の
ち

願
い
つ
つ
古
り
し
時
計
の
ネ
ジ
を
巻
く
夜

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

独
り
見
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
心
に
な
り
て
涙
を
流
す

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

贅
沢
な
も
の
よ
と
思
い
浸
り
お
り
レ
モ
ン
を
た
ん
と
入
れ
し
初
風
呂

中
山

山
下
房
雄

人
間
は
す
べ
て
の
も
の
に
価
値
を
つ
け
豊
か
な
生
活

く
ら
し

を
望
む
動
物

喜
楽
苑

中
瀬
英
夫

今
吊
り
し
大
根
は
雫
こ
ぼ
し
つ
つ
冬
の
日
差
し
に
ま
ば
ゆ
く
白
し

横
瀬

廣
安
美
枝
子

短
か
日
を
惜
し
む
が
ご
と
く
木
漏
れ
日
は
神
社
の
杜も

り

を
透
き
て
伸
び
来
る

横
瀬

平
山
美
千
江

新
調
の
寿
司
桶
ま
な
板
厨

く
り
や

に
あ
り
て
幼
児
の
如
く
に
弾
ん
で
い
た
り

横
瀬

丸
関
朋
子

一
冊
の
詩
集
と
な
り
て
励
ま
し
が
私
の
生
活

く
ら
し

へ
真
っ
直
ぐ
に
来
る

棚
野

田
中
久
子

雄
か
雌
か
調
べ
ん
と
し
て
抱
き
上
ぐ
れ
ば
恥
ず
か
し
い
と
猫
は
身
を
よ
じ
ら
せ
る

棚
野

島

つ
と
む

冬
雲
を
刺
し
て
伸
び
ゆ
く
櫟
山
に
萌
黄
色
の
繭
き
り
き
り
と
舞
う

坂
本

木
下
茂
子

真
っ
白
で
は
ち
切
れ
そ
う
な
大
根
を
と
願
い
し
夢
の
叶
い
て
今
日
抜
く

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

横
瀬
橋
に
立
ち
て
眺
む
る
稼
勢
山
は
レ
ー
ス
の
如
き
初
雪
ま
と
う

横
瀬

日
下
克
子

白
根
山
よ
り
嫁
の
声
近
く
は
ず
み
い
て
感
動
と
喜
び
伝
わ
る
小
春
日

横
瀬

林

と
み
え

よ
き
友
を
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
技
競
う
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
興
ず
る
一
刻と

き

棚
野

田
中
茂
子

「
さ
よ
な
ら
」
の
あ
の
日
か
ら
何
年
経
つ
な
ら
ん
我
の
白
髪
の
目
立
ち
初
め
た
り

坂
本

平
尾
智
男

寒
風
の
中
走
り
抜
く
大
学
の
箱
根
駅
伝
こ
た
つ
に
見
お
り

坂
本

山
口
昭
市

運
勢
欄
大
吉
と
あ
り
健
や
か
に
八
十
路
の
坂
を
登
り
て
ゆ
か
ん

中
山

栗
城

絹

新
し
き
住
居
と
な
り
し
夫
の
墓
落
葉
拾
ひ
て
供
華
を
飾
り
ぬ

坂
本

浦
山
登
代

老
年
に
入
り
て
学
び
し
こ
と
の
あ
り
動
く
体
に
感
謝
す
る
と
う

棚
野

殿
川
早
苗

人
ご
み
に
肩
た
た
か
れ
て
会
い
し
友
歳
は
気
に
せ
ず
頑
張
ろ
う
と
笑
む

中
山

溝
内
喜
美
代

家
路
急
ぐ
吾
の
背
中
に
「
さ
よ
な
ら
」
と
自
転
車
の
少
年
は
追
い
越
し
て
ゆ
く

与
川
内

植
松
寄
子

選
者
の
一
首

も
う
少
し
先
ま
で
生
き
て
父ち

ち

母は
は

の
知
り
し
さ
び
し
さ
に
吾
も
触
れ
た
し

松
並
武
夫

次
回
作
品
募
集

三
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

四
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

松
並
武
夫

選
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ク リ ー ン 情 報

３月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（19日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

火

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

３月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（18日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

【
お
願
い
】
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い
ま

す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
、
社
会
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬

は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

三
月

六

日

●

三
月
二
十
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙

チラシが入っているのは大丈夫です。それ以外
は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。
段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

今月の回収日 ３月２日 午前９時まで

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）

（１）
（２）

（３）
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駐
在
所
だ
よ
り

○
俸
給
等

幹
部
候
補
生
期
間
（
一
年
）

二
一
八
、四
〇
〇
円

一
年
後
幹
部
昇
任
時

二
四
七
、五
〇
〇
円

（
平
成
十
三
年
四
月
一
日
現
在
）

○
定
期
昇
給

年
一
回

○
賞

与

年
三
回
（
四･

七
五
か
月
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

阿
南
募
集
事
務
所

阿
南
市
富
岡
町
内
町
一
六
四
（
内
町
会
館
一
階
）

〇
八
八
四
―
二
二
―
六
九
八
一

自
衛
官
募
集

区 分 受付期間 試験期日 受験資格等

陸上自衛隊 一般幹部候補生

４月８日～

５月12日

５月25日～

５月26日

○ 22歳以上26歳未満

○ 技術幹部候補生は

理工学専攻の大卒

（卒見込含む）

○ 飛行幹部候補生は

海・空自衛隊のパ

イロット要員

海上自衛隊

一般幹部候補生

飛行幹部候補生

技術幹部候補生

航空自衛隊
一般幹部候補生

飛行幹部候補生

陸・海・空自衛隊幹部候補生募集

車の盗難は１分間で…。
短時間でもドアロックを

繁華街やコンビニエンス・ストアのそば

で「短時間の駐車だから」と、油断するこ

とはありませんか？ある調査によれば、駐

車中の車の４台に１台はドアに鍵がかかっ

ておらず、10台に１台はエンジンキーをつ

けたままという結果が出ています。

ちょっとした隙に、犯罪者は車内に乗り

込み、ダッシュボードの中にあるスペアキー

や配線の細工でエンジンをスタートさせ、
逃走します。

また、自転車は

必ずツーロックを

心がけ、防犯登録

をしましょう。

盗難被害者の67％はドアロックをしてい

なかった、という調査結果があります。わ

ずか２、３分でも、車から離れるときはド

アロックをしてください。

自宅ガレージに駐車するときも、必ずエ

ンジンキーを抜く習慣を。車内には、貴重

品などは置かないようにしましょう。犯罪

心理をあおることになります。

駐車する場所は、人目のつきやすい明る
い場所を選ぶようにすることも重要です。

どろぼうは、ロックを
していない車を探します

短時間駐車でも
確実なドアロックを

自動車は屋外にある以上、盗まれる可能性が常に

あります。確実なドアロック。

この基本が、あなたの愛車を守ります。

－犯罪者の心理と防犯方法－

大切な財産を

守るために

１ 車を離れるときは、必ずドアロックを
２ 車内には貴重品を置かない
３ 自転車、バイクにはツーロック（防犯登録も忘れずに）

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

道
路
の
横
断
中
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

道
路
を
渡
る
と
き
は
、
必
ず
立
ち
止
ま
っ
て
左
右
の

安
全
を
確
か
め
、
走
っ
て
く
る
車
が
あ
れ
ば
横
断
は

控
え
、
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
が
、
過
去

五
年
間
で
一･

八
倍
以
上
に
急
増
し
て
お
り
、
そ

の
半
数
以
上
が
運
転
開
始
二
十
分
以
内
の
自
宅
か

ら
近
い
交
通
点
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
通
り
慣
れ
た
交
差
点
ほ
ど
、
油
断
せ
ず

安
全
を
し
っ
か
り
確
か
め
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

夜
間
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
歩
道
者
が
見
え
に

く
く
な
り
思
わ
ぬ
事
故
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

外
出
時
に
は
相
手
か
ら
早
く
発
見
し
て
も
ら
う

た
め
、
明
る
い
服
装
で
反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
利
用
促
進

乗
車
中
の
子
ど
も
の
事
故
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

幼
児
を
そ
の
ま
ま
シ
ー
ト
に
座
ら
せ
た
り
抱
っ
こ

し
て
乗
車
し
て
お
れ
ば
、
交
通
事
故
や
急
ブ
レ
ー

キ
の
時
に
シ
ー
ト
か
ら
幼
児
が
飛
び
出
し
非
常
に

危
険
で
す
。

保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
、
子
ど
も
に
は
体
格

に
応
じ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
、
子
ど

も
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る

の
に
最
も
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
不
意
の
事
故

に
備
え
、
運
転
者
だ
け
で
な
く
全
て
の
同
乗
者
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。



保険証は正しくあつかいましょう
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国民健康保険被保険者証の検認を行います
月 日 平 成 14 年 ３ 月 29 日

地 区 場 所 時 間 地 区 場 所

石原・沼江 沼江センター 午前９:00～９:50 坂 本 坂 本 集 会 所

今山・山西
掛 谷

東とくしま農協
生 比 奈 支 所 午前10:00～10:50 坂 本

東とくしま農協
坂 本 事 業 所

中 角 農村婦人の家 午前11:00～11:50 与 川 内 東とくしま農協
与川内事業所

黒 岩 勝 浦 会 館 午後１:00～１:50 横 瀬 東とくしま農協
勝 浦 支 所

星 谷 星 谷 集 会 所 午後２:00～２:50 中 山 中 山 集 会 所

生 名 生名センター 午後３:00～３:50 棚野・立川 棚 野 集 会 所

現在交付している被保険者証は、３月31日で有効期

限が満了します。

したがって４月１日以降は、検認を受けなければ被

保険者証を使うことができません。

つきましては、上の日程のとおり係員が出向き検認

を行いますから、必ず被保険者証をご持参ください。

なお、被保険者の方で異動（出生・死亡・転入・転
出・他の健康保険への加入等）があった場合は印鑑を

ご持参のうえ、役場窓口で手続きをしてください。

国保に加入している方は、所得がない

方でも申告が必要です。

まだ、平成12年分の申告を済ませていな

い方は、検認の時に印鑑をご持参くださ

い。申告を済ませていないと保険税の減額

が受けられませんので、ご注意ください。

保険証の記載事項
を確かめる
（世帯主の氏名・生年
月日・住所、加入者の
氏名・生年月日、保険
証の記号・番号など）

記載事項にまちが
いがあったら、税
務課に申し出を

かならず手元に保
管する

資格がなくなったら、
保険証は税務課に返す
（他の市区町村への転
出、職場の健康保険に
加入したときなど）

有効期限が切れた
ら、更新の手続き
をする

世帯主、加入者の
氏名・住所に異動
があったら届け出
を

久国地区は役場税務課で行います。
※４月１日以降は役場税務課で行います。

（金）
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 金 健 康 相 談 ９:30～11:00 中山 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

５ 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 棚野 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

６ 水 健 康 相 談 13:30～15:00 久国 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

７ 金

健 康 相 談 ９:30～10:30

山西 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

介 護 教 室 10:30～11:30

８ 金 1 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年11月１日～平成13年
４月30日までに生まれた子

母子健康手帳

11 月 ツベルクリン反応検査 13:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成10年３月14日～平成13年
12月13日までに生まれた子

予 診 票
母子健康手帳
予防接種手帳

12 火 健 康 相 談 ９:00～11:00 横瀬 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

13 水
ツベルクリン反応判定およ
び陰性者へのＢＣＧ接種 13:00～14:00

農村環境改善
セ ン タ ー

11日にツベルクリン検査
を受けた人

予 診 票
母子健康手帳
予防接種手帳

14 木 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

18 月 健 康 相 談 ９:30～11:00 中角 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

22 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年７月１日～12月
31日までに生まれた子

母子健康手帳

３月の保健行事 〈問い合わせ先 福祉課保健師へ 2-1502〉

▲ 大西りゅうせいくん（左） さくらちゃん（右）

今
日
、
私
た
ち
の
食
生
活
は
大
変
豊
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
不
規
則
な

食
事
や
運
動
不
足
等
、
健
康
上
様
々
な
問
題

が
生
じ
て
い
る
人
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
勝
浦
町
で
は
、
食
生
活
を

通
し
て
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
食
生
活
改
善
推
進
員
を
組
織
し
、
平
成

九
年
度
よ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
共
に
学
び
、
共
に
育
と
う
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
次
の
と
お
り
平
成
十
四
年
度
食
生
活
改
善

推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。
食
生
活
に
限
ら
ず

健
康
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

主
な
活
動

研

修

会

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

料
理
講
習

栄
養
士
の
指
導
の
も
と
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

募
集
人
員

約
二
十
人

会

費

年
間

千
円

○
毎
日
の
食
事
を
気
に
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

○

食
生
活
を
見
直
す
い
い
機
会
に
な
っ
た

○
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合
え
、
楽
し
か
っ
た

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月
二
十
日

ま
で
に

役
場
福
祉
課
保
健
師
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（

二
―
一
五
〇
二
）

平
成
十
四
年
度

食
生
活
改
善
推
進
員
を

募
集
し
ま
す

平
成
十
三
年
度
参
加
さ
れ
た
推
進
員
さ
ん
の
声

※平成14年３月１日から保健婦助産婦看護婦法の一部改正により「保健婦」が「保健師」に名称変更に
なりました。

（１）（２）（３）

（水）
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第１回目
（10月末）

第２回目
（11月末）

第３回目
（１月末）

保 健 だ よ り

コレステロール改善教室を
実施して

血液中に含まれる脂肪（コレステロール、中性脂

肪）が通常より高い状態を「高脂血症」といいます。

これは成人の約３割にみられ、増加傾向にあります。

また高脂血症は、運動や食事などの生活習慣が大き

く影響し、他の生活習慣病を併発しやすく、心筋梗

塞、脳卒中等の危険因子となります。

そこで、基本健診を受診された50歳～69歳で、血

液検査のコレステロール値が230～260mmg／dl（要指

導）だった人（34名）に個人通知し、うち参加申し込

みのあった16名を対象に、正常なコレステロール値に

近づけることを目標にした健康教室を実施しました。

この教室ではまず運動・食事の生活習慣を見直す

ことからはじめ

ました。栄養士、

保健師と３回に

わたり個別で面

接し、その中で

見つかった改善

すべき事柄のう

ち、取り組める

目標を参加者自

身が決めて、実

践してもらうこ

とにしました。

食生活について面接により細かく

聞き取り調査を実施するとともに、

日常の生活の中で取り入れられる運

動について話し合う。

第１回目で聞き取りをした食生活

調査をコンピュータで判定し、その

結果に基づき食生活の見直しを行う。

運動・食事の目標について継続で

きるものであるかどうかの確認と、

今後の取り組みについて話し合う。

参加された人の感想として

○今までの生活習慣を振り返る機会

となりよかった。

○自分だけでなく、家族(孫)の生活

も気にかけるようになった。

○食べてはいけないとばかり思って

いたが、多様な食品の中からの選

び方を知ることができ、バランス

よく食べることの大切さがわかった。

○運動することで、身体が軽くなった。

等が聞かれました。

健康教室に携わった栄養士や保健

師も、参加された人の意欲の高さに

やりがいを感じました。

よい生活習慣は継続することが大

切です。参加された皆さん、これか

らの生活にぜひ活用し健康的な生活

を送ってください。
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図書館だより

二
十
歳
の
あ
と
さ
き

出
久
根
達
郎

源
内
狂
恋

諸
田
玲
子

魔

羅

節

岩
井
志
麻
子

風
穴
を
あ
け
る

谷
川
俊
太
郎

張

騫

松
本
青
史

蔦
か
ず
ら

鳥
越

碧

砦
な
き
者

野
沢

尚

レ
ッ
ス
ン
ズ

谷
村
志
穂

し
ら
べ
の
緒

早
瀬
詠
一
郎

蜩

北
原
亜
以
子

カ
タ
リ
伝

島
村

匠

ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ジ
ッ
ク

大
岡

玲

リ

カ

五
十
嵐
貴
久

北
夷
の
海

乾

浩

五
人
姉
妹

菅

浩
江

も
も
こ
の
21
世
紀
日
記

さ
く
ら
も
も
こ

愛
の
ひ
だ
り
が
わ

筒
井
康
隆

バ
イ
オ
テ
ロ
!

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ミ
ラ

穀
物
ご
は
ん

た
な
か
れ
い
こ

京
劇
へ
の
招
待

魯

大
鳴

材
料
別
使
い
き
り
お
か
ず

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
社

飲
ん
で
病
気
を
予
防
!

手
作
り
健
康
ド
リ
ン
ク

竹
内
富
貴
子

フ
ラ
イ
パ
ン
も
鍋
も
い
ら
な
い

一
〇
〇
％
電
子
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー

村
上
祥
子

新
着
図
書
一
部
紹
介

三
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

九
日

午
後
二
時
～

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
四

午
後
二
時
～

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

六
日
・
十
三
日

二
十
日
・
二
十
七
日

休

館

日

四
日
・
十
一
日

十
八
日
・
二
十
五
日

三
十
一
日

図
書
館
が
し
ま
っ
て
い

る
時
の
返
却
本
は
玄
関

横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ビ
デ
オ
入
荷

バ
ー
バ
パ
パ

世
界
を
ま
わ
る

１

〃

〃

２

〃

〃

３

〃

〃

４

そ
れ
い
け
ア
ン
パ
ン
マ
ン

ロ
ー
ル
パ
ン
ナ
と
氷
の
女
王

ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
の
ひ
み
つ

帰
っ
て
き
た
ゴ
ミ
ラ

お
れ
さ
ま
天
才
!
ば
い
き
ん
ま
ん

お
れ
は
か
ら
い
ぜ
!
カ
レ
ー
パ
ン
マ
ン
!

す
て
き
だ
い
す
き
し
ょ
く
ぱ
ん
ま
ん

メ
ロ
ン
パ
ン
ナ
の
ひ
み
つ
の
花
畑

ノ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
の
恋
人

13
デ
イ
ズ

グ
リ
ー
ン
デ
ス
テ
ィ
ニ
ー

ア
ン
ブ
レ
イ
カ
ブ
ル

シ
ッ
ク
ス
デ
イ

ハ
ー
ト
に
火
を
つ
け
て

恋
に
お
ち
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

テ
ン
ぺ
ス
ト

新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
に

次
々
起
こ
る
怪
現
象
。

そ
れ
は
無
自
覚
な
犯
罪

者
へ
宛
て
た
最
後
の
警

告
だ
。

火
群
の
館

春

口

裕

子

二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
一

乙
武
洋
匡
の
仕
事
・

結
婚
・
家
族
・
友
達

「
節
目
と
な
る
年
が
あ

る
。
人
生
を
振
り
返
っ

た
時
、
大
き
な
転
換
期

だ
っ
た
と
思
え
る
年
が
、

き
っ
と
あ
る
」

ほ
ん
ね
。

乙

武

洋

匡

紅
一
点
主
義

林

真
理
子

女
が
最
も
羨
ま
し
い

状
況
は
ラ
イ
バ
ル
な
し
、

一
人
勝
ち
の
紅
一
点
。

念
願
の
〈
ビ
ス
ト
ロ

ス
マ
ッ
プ
〉
出
演
に
と

き
め
く
マ
リ
コ
。

（土）
（日）
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３月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月４日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月８日 湯 浅 医 院 ２－２００３

３月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月12日 赤 岩 医 院 ２－２００６

３月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月16日 上勝町診療所 ４－５０１０

３月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月20日 山 西 医 院 ２－３０２７

３月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月24日 湯 浅 医 院 ２－２００３

３月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

３月28日 赤 岩 医 院 ２－２００６

３月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

１
月
16
日
～
２
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
三
溪
字
日
浦

朔

文
彦

（
香
川
県
高
松
市

初
崎
啓
子

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

中
瀬
誉
文

長
女

大
字
三
溪

）

字
中
村

光
江

ま
り
な

中
田
敦
士

長
女

大
字
久
国

）

字
久
保
田

美
和

琴こ
と

遥は

大
石
和
也

長
女

大
字
坂
本

）

字
岡
西

直
美

月る
な

池
谷
佳
久

長
女

大
字
坂
本

）

字
繁
野

恵
美

郁い
く

美み

石
塚
栄
志

長
男

大
字
生
名

）

字
野
口

広
美

大だ
い

智ち

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
平

宮
田

功（
81
歳
）

大
字
久
国
字
松
ノ
本

岡
サ
ダ
コ（
89
歳
）

大
字
星
谷
字
宮
原

田
定
市（
97
歳
）

大
字
三
溪
字
栗
城

中
西
清
子（
76
歳
）

大
字
沼
江
字
山
田

青
木

房（
88
歳
）

大
字
沼
江
字
山
路

前
野
宗
弘（
65
歳
）

大
字
棚
野
字
仮
家

日
下

曻（
67
歳
）

大
字
棚
野
字
西
久
保

英

見（
81
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

１
月
16
日
～
２
月
15
日

桂
木
み
ち
江
さ
ん
（
横
瀬
）

宮
田
吉
宣
さ
ん
（
中
山
）

寒
山
敬
一
さ
ん
（
棚
野
）

青
木

爵
さ
ん
（
山
西
）

岡

徹
さ
ん
（
久
国
）

田
萬
治
さ
ん
（
星
谷
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸
籍
の
窓

交通事故相談日

日 時 ３月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 久次米 憲 二
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ３月１日

３月８日
３月15日
３月22日
３月29日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容

人権･行政･厚生･福祉

● 場所

住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

３ 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
７ 14 28

午後７:30～９:30
木 木 木

踊 り
６ 13 20

午後２:00～４:00
水 水 水

歌 謡
５ 12 19

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
５ 20

午後７:30～９:30
火 水

大正琴
１ ７ ９ 木曜日は

午後１:00～３:00
土曜日は
午後６:30～８:30金 木 土

習 字
１ ８ 15 22

午後７:00～９:00
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

３月 交流講座日程
近隣地域との交流事業として、

今月も各種講座を次のとおり開講

いたします。

○ 大正琴は初心者コースもあります。

（月）

（火）

（水）
（金）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（金）

（金）
（金）
（金）

（月）

（火）

（水）

（金）

（土）

（日）

（水）

（金）




